
“平成最後の夏”と言われ、例年に無く猛暑であった今夏。文化芸術のもつ“癒し”と民俗芸能
による“郷土愛”をもって、地域の絆を深めることを願い、11回目のひろせサマーナイトコン
サートを開催しました。

真夏の夜空、鮮やかに光り輝く天の河に導かれるステージでは、地域の音楽グループのコーラス
やダンス、ジャズ演奏、そして、民俗芸能団体による演舞など様々な音楽パフォーマンスをお楽
しみいただきました。

お祭りに欠かせないのが出店やアトラクション。お楽しみコーナーでは子どもも大人もとすけや
水ヨーヨー遊びを一緒に楽しみ、地元町内会さんなどの屋台・出店では焼きそばや焼き鳥、カ
レーライスなどの美味しそうな香りがお祭り気分をさらに盛り上げてくれました。

今年は、来場者のお声にお応えして、お子さんが十分楽しめる伝承あそびコーナーを設けました。
昨年からはささやかながら花火の打ち上げや第501軍団との記念撮影など、「もっと楽しんでい
ただきたい。喜んでいただきたい。」という一工夫の気持ちをもって開催してまいりました。

地域の様々な方の協力により、本コンサートを盛り上げていただいています。「今年はいつやる
の？」と言った嬉しい言葉をいただく機会も増えました。地域の夏の風物詩として、地元の皆様
にも毎年楽しみにしていただいているのではないでしょうか。出演された方やご来場いただた方、
皆様に感謝するとともに、それぞれに素敵な思い出が出来たことを期待しています。

★開催日 平成30年8月4日（土）
★時 間 17時30分から20時まで
★会 場 広瀬文化センター

屋外特設ステージ
★来場者 延べ1,800人

▶ 2018レポート



司会 ジュニアリーダーＭＲＶＣくまっこ

ジュニアリーダーは、中学生や高校生を中心に、子ども会の行事や、お祭り、キャンプ
など、地域の子どもの行事を応援するボランティア活動を行っています。

サマーナイトの司会と言えば地元ジュニアリーダーのMRVCくまっこです！夏らしい涼
しげな浴衣姿で、めろぽんと73（ななみ）、たっくんが元気に登場し、コンサートの幕
開けです。まぶしい笑顔と息の合った３人の司会でコンサートを進めてくれます！

ステージスタッフ

もう一方の“主役”であるお客様もぞくぞくご来場いただき、
スタンバイ完了！

コンサートのかなめ、「舞台」を支えるのは、
広瀬文化センターの優秀なホールスタッフ。演
者の最高パフォーマンスを引き出すには、そし
て、どうすれば観客を盛り上げることができる
のかをいつも考えながら準備を進めてくれてい
ます。経験と勘。“サマナイ”は“舞台芸術職
人”の腕の見せ所なのです。



Jazz a la mode
–ジャズ・ア・ラ・モード-

未だ明るい真夏の夕暮れ、サックスの音色が一瞬のしじまを打ち破って、コンサートは始
まりました。ひろせサマーナイトコンサートの常連、ジャズ・ア・ラ・モードの演奏です。
結成から十年を経て、着実にその演奏力に磨きが掛かります。
ラテンナンバーの「テキーラ」の演奏から始まり、「ブラジル」。そして、お父さんお母
さん世代には懐かしい「ナイトバーズ」や「ルパン三世のテーマ」など5曲、相変わらず
の大人の艶やかな演奏を観せていただきました。

艶のある大人の演奏を背景に、今年の熱い夏も静かに暮れていきます。
★曲目

『テキーラ』

『ブラジル』

『ナイトバーズ』

『ルパン三世のテーマ』

『チュニジアの夜』



カッパダ川ダンス部

地域に流れるカッパダ川に親しむために誕生した合唱曲「カッパダ川」。この曲を元にし
たダンスを広めようと結成されたのがカッパダ川ダンス部です。先日も錦ケ丘の夏まつり
で踊りを披露するなど、地域のイベントで大活躍です。
今日もトレードマークの青いＴシャツを纏った可愛いダンサー6人が舞台に登場。優しく
も可愛いメロディの『カッパダ川』を軽快に踊りました。ステージでは、新しいバージョ
ンの踊りも公開し、観客の皆さんにも協力いただきながら、みんなで踊る楽しいステージ
になりました。

★曲目『カッパダ川』

旧バージョンと新バージョンの両方をご披露しました。
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仙台高等学校ダンス部

フレッシュなダンスでいつもサマーナイトを盛り上げ
てくれる仙台高等学校ダンス部の登場です。久しぶり
の出演となった本日は、3年生と1年生の19人で踊っ
ていただきました。
軽快なヒップホップナンバーに１年生、3年生のダン
スが続き、ラストは「Shut Up and Dance」で会場
とともに弾けました。カッパダ川ダンス部の可愛いダ
ンスに続いての仙台高等学校ダンス部の元気でキレッ
キレッのダンスに、コンサートの盛り上がりも一気に
加速しました。

息のあった元気いっぱいのダンスで、観客を魅了しました！

★曲目
ヒップホップナンバー（1年生・3年生）

『Shut up and dance』



ひろせすずめっ子

欧米のダンスからガラリと雰囲気が異なり、地元仙台の舞いであるすずめ踊りのひろせす
ずめっ子の皆さんの登場です。笛や小太鼓が鳴り響き、ここからは一気に日本元来の夏祭
りの雰囲気へと変わりました。さまざまな雰囲気の音楽を楽しめるのもサマーナイトコン
サートの楽しさの一つではないでしょうか。
今年も青葉まつり子すずめコンテストで入賞を果たした舞いを披露。子すずめ達の元気
いっぱいの踊りと、最後にはひろせすずめっ子の皆さんのレクチャーで観客の皆さんも参
加してすずめ踊りを踊ってみました。

★演目『仙台すずめ踊り』
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上町西・東・南町内会 大きなポッケ
ひろせ男のクッキング仲間の出店

会場では何やら美味しそうな香りがしています。屋台出店コー
ナーでは、地元の上町西・東・南町内会さんが、焼きそばや焼き
鳥、焼きトウモロコシなどの焼き物、また、涼みたい方にはかき
氷や綿菓子。お父さんには嬉しい生ビールも販売しています。

お腹が空いたらひろせ男のクッキングの定番カレーや、大きな
ポッケさんのお菓子・お弁当も楽しめます。毎回あっという間に
完売してしまうので少し多めに準備しておきました♪お祭りに欠
かせないのは、美味しい食べ物・飲み物ですね。みんなで食べて
和んで、コンサートもお楽しみいただけたでしょうか。

熱いときに熱いカレーもいけます♫
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ポップコーンや甘～い綿あめはいかがかな？
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暑さに負けず焼き鳥班も頑張りました！



お楽しみコーナー
＆ 子ども遊びコーナー

錦ケ丘連合自治会さんによる「お楽しみコーナー」。水ヨーヨーやスーパーボールす
くいは子ども達に根強い人気です。水ヨーヨーは一人１個プレゼントしますから慌て
ないで順番を待ってて下さいね♪
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「子どもが遊べるコーナーがもっと欲しい。」と言うお客様の声にお応えし、 水の森公
園を拠点に活動するみどり十字軍さんの協力を得て「子ども遊びコーナー」を設けまし
た。昔ながらの木工工作のパチンコや竹トンボなど、今どきはなかなか見かけない伝承
遊びに、子ども達も興味津々の様子でした。

遊びの達人たちに教えてもらいます♪



第501軍団再び現る！

いよいよ日も暮れかけた時分、今年も銀河の彼方からこの方たちが愛子へ舞い降りてき
ました。第501軍団の出現です！仙台藩主 伊達政宗公の兜をモチーフにデザインされた
ヘルメットとを纏い、ちびっ子たちと記念撮影に応じてくれました♪

登場前から子どもにも大人気で、あっという間に囲まれてしまった！



ハワイアンダンス

第501軍団と宇宙へ行ったあとは、観客の皆さんを常夏のハワイへいざないます。
日が暮れはじめ、なんだか南国ハワイのような良い雰囲気になってきたなか、異国情緒
たっぷりのハワイアンダンスのフラの演技が始まりました。『サムウェア イン ハワイ』、
『ブルー ハワイ』など演目に合わせたフラの舞が続き、ステージはゆっくりと穏やかな
時間を紡いでいきます。

いつも若々しい演技のハワイアンダンスの皆さん。

★曲目
『サムウェア イン ハワイ』
『ブルー ハワイ』
『アロハ オエ』



リリーズコーラス

辺りは真っ暗になり、サマーナイトの名物“天の河”が輝き始めた頃、いつも大人の美しいハーモ
ニーで私達を魅了してくれる歌姫、リリーズコーラスの皆さんの歌が始まりました。初回から欠か
さず出演していますが、歌えば歌うほど艶やかな4人の声に磨きが掛かります。

夏を意識したメドレーでスタートし、『あなた』など懐かしい70年代ソングが続き、フォーク世代
には堪らない『あの素晴らしい愛をもう一度』まで歌い上げました。歌は声だけではありません。
その人物が長年積み重ねたことが表情や仕草、そしてまた、演者自身楽しむことが、大切な表現力
に繋がり、ステージの感動を生み出すのかも知れません。

磨き込まれ美しく響き渡るハーモニー。

★曲目

夏メドレー

『あなた』

『ブルーライト ヨコハマ』

『若い広場』

『あの素晴らしい愛をもう一度』



愛子の田植踊

コンサートも終盤に近づいてまいりました。様々なジャンルの音楽とともに後半は、いにしえ
から伝え継がれ、宮城地区に今も残る地域の民俗芸能の舞台です。農を中心に栄えてきた宮城
地区には、豊作を祈願して生まれた民俗芸能が少なくありません。愛子の田植踊もそんな民俗
芸能の一つとして地域の親睦交流とともに永い間踊られてきました。

短冊を下げた花笠、裾模様の黒振袖、手甲、脚絆と揃いの衣装で舞う早乙女。あさぎ色の投頭
巾をかぶり黒のブッツァキを着て、化粧回しをまわす弥十郎と鈴振り。これをお囃子が支えま
す。愛子の田植踊の皆さんの演技が始まると、愛子の夏の夜が幽玄な世界へ一変しました。

地域の宝である伝統芸能をみんなで伝え守っていきます。 ★演目『愛子の田植踊』



西部広陵太鼓

威勢のいい演奏で最後を飾るのは西部広陵太鼓
の皆さんです。結成6年目。上愛子や熊ヶ根、
大倉の太鼓文化が根付いた地域で、まちの絆づ
くり・活性化を目指して結成された創作太鼓グ
ループです。今日も地元の「定義如来夏まつ
り」での演技のすぐ後に、そのままの熱で駆け
つけていただきました。

調子の良い笛の音色と元気な掛け声、軽快な太
鼓の演奏でお祭り雰囲気満点の『曲水の結（ゆ
い）』を演奏、続いて、『広陵囃子～里に秋』
の会場全体が波打つような力強い太鼓の演奏で
コンサートのラストを締めくくりました。

「定義如来夏まつり」での熱いステージの勢いそのままに駆けつけ演奏ただきました！まったく疲れ知らずの熱いパフォーマンスです！

いきいきとした雰囲気が会場に伝わります！

★演目 『曲水の結（ゆい）』
『広陵囃子～里に秋』



平成最後の夏、ひろせサマーナイトコンサートは、皆さんに
十分お楽しみいただけたでしょうか。ステージプログラムが
全て終わっても、なかなか席を離れないお客様がたくさんい
らしたことが印象的でした。

この日の出来事が、懐かしい思い出として、皆さんの胸の片
隅に残れば幸いです。ご来場いただきました皆様、誠にあり
がとうございました。また、来年お会いしましょう。

広瀬文化センター
広瀬市民センター


